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 渋滞損失時間 約 307 万人時間／年  渋滞損失額 約 100 億円／年 
 

ＮＮ

Ｎ
 

平成１６年度 プローブデータ（ＤＲＭ区間算出値）
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図 国道１号原宿交差点付近渋滞損失時間図 

（万人時間／年・km）

４．事業の必要性および効果 

（１）慢性的な交通渋滞 

国道１号原宿交差点は、その前後が横浜

新道、新湘南バイパスといった自動車専用

道路で整備されており、多様な交通（通過、

内外、内々）が集中し渋滞しています。本

事業区間は、県内渋滞ワースト１で、その

渋滞損失額は年間約１００億円になりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・朝のピーク時は２分に１台の路線バスが原宿交差点を通過。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 原宿交差点における渋滞状況 

原宿交差点 

277台/日 

352台/日 

124台/日

  原宿バス停 

原宿バス停 

原宿四ツ角バス停 

国立病院前バス停 
国立病院前バス停 

至 ドリームランド（湘南台） 

至 大船駅 
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鉄
砲
宿
（
藤
沢
側
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戸
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バ
ス
セ
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京
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 原宿交差点   

835便/日 

82台/日 

朝８時台の東京方面への通過

時間は 順調時の約３～５倍！ 

参考：原宿バス停（戸塚バスセンター行き） 

１．運行回数：252便/日 

うちピーク時(7～8時)：31便 

２．乗車数：1088人/日、降車数122人/日 

原宿四ツ角バス停 

国道１号 

■ バ ス の 遅 延 時 間 ［ 原 宿 バ ス 停 ： 東 京 方 面 ］

混雑時 順調時

鉄砲宿バス停～

原宿バス停
2.3 30 6 5 .0倍

ドリームランド～

原宿バス停
1.7 16 6 2 .7倍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊平成１８年１０月調査　混雑時：平日８時台、 順調時：休日６～８時台  

戸塚バスセンター行き
距離

（ｋｍ）

所要時間（分 ）
時間比
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（２）沿道環境 

国道１号原宿交差点の立体化整備により沿道の大気環境及び交通騒音の改善が 

期待されます。 

 

 

 

 

ＣＯ２(二酸化炭素)排出量

６００t-CO2/年削減 

※森林の二酸化炭素吸収量は10.6t/CO2/ha・年として換算 

※出典 ： 「土地利用、土地利用変化及び林業に関する

グッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針） 

横浜ｽﾀｼﾞｱﾑ約22個

分(約56ha)の森林

に相当。 

ＮＯｘ(窒素酸化物)排出量 

０．９ｔ／年削減 

大型車約3,000台
分が排出するNOx
量に相当。 

※大型車が１台が40km/hで東京都（平均走行距離：70km）

を走行した場合に排出するＮＯｘ量に換算。（平成１１年度道

路交通センサス） 

ＳＰＭ(浮遊粒子状物質)

０．０５ｔ／年削減 

 ※ 500mlペットボトル１本をＳＰＭ約１００ｇとして換算 

ペットボトル 

約500本分の 

体積に相当。 

■： ＣＯ２算出エリア 
５市区（戸塚区、栄区、泉区、鎌倉市、藤沢市） 

□： ＮＯｘ、ＳＰＭ算出エリア 
 原宿交差点付近（国道１号、環状４号） 

【算出エリア】 

 

91５,５00開通前

開通後 914,900

916,000915,000914,000 (t-CO2/年)

約0.1%削減

91５,５00開通前

開通後 914,900

916,000915,000914,000 (t-CO2/年)

約0.1%削減

原宿交差点

開通前

開通後 ０.２１

０.３０.２０.１

(t/年)

０.２６

約２割削減

開通前

開通後 ０.２１

０.３０.２０.１

(t/年)

０.２６

約２割削減

４.８開通前

開通後 3.９

６４２

(t/年)

約２割削減

４.８開通前

開通後 3.９

６４２

(t/年)

約２割削減600t削減 

東京側断面　夜間
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（H16.1実測）

整備後
（対策）
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■原宿交差点の騒音予測 

東京側断面　昼間
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80

現状
（H16.1実測）

整備後
（対策）

ｄ
Ｂ

環境基準
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（３）交通安全性 

国道１号原宿交差点周辺における死傷事故率は、原宿交差点において最も大きく、

渋滞に起因する追突事故２５件／４年（４１％）や主に交差点内で発生する右左折・

出会い頭の事故２６件／４年（４２％）が多く発生しています。 

原宿交差点周辺の生活道路が、渋滞を避ける抜け道として利用されています。   

このため、通学の学生等が危険な状況にさらされています。 

 

 

図 国道１号原宿交差点周辺の死傷事故率分布 

 623件/億台km （県平均の約５倍） 

※H13-16死傷事故率データ
(100mピッチ)

渋滞末尾で追突事故 

 

図 原宿交差点における事故類型別の死傷事故件数 写真 生活道路への迂回車両 

：追突 
：右左折時・出会い頭

：その他 

12

17

7

2

4

4 0 2
13

追突（駐停車中その他）

追突（進行中）

右折時

左折時

出会い頭

進路変更時

人対車両

追越・追抜時

その他

４年間の 

合計=61件      

(623件/億台km) 

①追突事故 

②右左折事故 

(21%) 

(20%) 

(28%) 

(11%) 

(3%) 

（数値はＨ13～16の累積事故件数）
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（４）横浜以東と藤沢・湘南以西のアクセス状況 

本事業区間は、自動車専用道路にはさまれた区間であり、横浜以東と藤沢・湘南以

西のアクセス強化のために、この区間の混雑緩和が重要な課題といえます。 

原宿交差点を立体化することにより、国道１号と交差する環状４号の交差点通過時

間が減少し、幹線機能の向上が図られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 交差点通過時間の短縮   

至 
 

藤
沢 

５分短縮

１７分短縮 

２２分短縮

２６分短縮 

至 湘南台 

至 大船 

至 
 

東
京 

３７分 

２８分 

６分 

２４分 

２分 

11分 

１分 

11分 原宿 

交差点

国道1号 

環状4号 

：立体工事前

：立体工事後

（Ｈ１３.１１.８調査） 

（国土交通省試算） 


